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89.高齢者の日常生活動作テストにおける積鼠特性分
析:SATプロジェクト126
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(背繁}?と来，告常生活動作(j¥DL)テストは， !錐答
者の日常生活能力を測定する紫関紙テストであった.

現主主では，潟齢者の心身の健康状態を測定する指捺と

して繰々な愛関紙が使射されている.きち:お'1'ま，高齢者
の身体的自なの税j支を測定するものであったが，近年
Li，よち高水準の能力を測定するために. I飢鈴者の手
段的自立，機能的弱立を測定する尺授が後架されてい
る.これらの尺)支は多くの項8が単純であり容易に達
成t可能であり，満点を取る高齢者も少なくない I館広
い高齢者の出常生活能力テスト作成のためには. .演説
反応理論に基づく ADLテストの税釘:待訟をザHi(tiにす
ることは必要不可欠である.日守的)質的手氏テストを
矧いて高齢者の自守:した生活機能を議IJ]をすることによ

り，務総手?の日常生活能力*教が切らかになり.今絞
の身体活動の符療を明示することが五jfEとなる.また，
g常生活能カを測定する紫問項包の特性を明らかにす
ることによりき際{症に臼常生活能力会調査することが

可能となる.本研究の!3Ilj rま，代表的な潟鈴者の臼常
生活能力テストであるj¥DLテストおよび謀本授の
ADLテストである漆動機絞ADLテストの税関特性な
らびにテスト才キ性を倹討することであった‘ f方法]
襟本は，地域高齢者努性137名，女性198名の合言十335
名であった.平均年齢は69.2成であった. ADL項目
および運動機能ADLテスト渡辺ともに， 2f牛訟による
151京滋であった.テスト;項践の --1説子性の銀総Jこは，
項[g j返送車，… ß1 子分析による[EJ子負担;選，~.テスト
得点との初関係数を判断悲様とした.テストの項目特
性分析にはt Jj.{ 13 反応ij~論による 2 パラメータロジス
ティックモデルを適用した.各項目の密幾度と識5]IJ力

より;経路特性H!1線を作成し項践の符牲を検滋した‘向
日寺に.テスト特性曲線を作成した.さらに，テスト
情報関数を用いて能力飽に対するテストの務報量:を

訴した.、{結果・および結論]:&rJi訟の関綾主主と識別カ
が得られ，現段特性路線により J京自の将校が紛らかと
なった. ADLテスト議自の多くは，顕著長j支が低く容
易に達成可能な税関であった.波動機能ADLテストは，
AJ)Lテストによとべて若干， I務難度がi高かった. ADし
テストは 8割近い対象者が慨ね (80%以J二)速成可能
なテストであち，運動機能1¥Dしテストは5密jぐらいの
対象者会f械ね達成可能なテストであることが明らかと
なった. またf ADしテストと迷動機能川〉しテストを
縫合することで、約6寄せの対象者が概ね達成否j去をなテ
ストとなることがネされた.将校;ぃ 1]常生活能力テス
トを作成するためには智より i強緩j交の潟い項目を加え
てテストを構成する必繋があると考えられた.
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{目的}高齢期における体力の維持増進のために継
続的な身体活動が効果的である.継続的な身体活動
を行うためには，心Jl事および筋持久力を含む全身持
久力が重要であち，線々な~f・ frlij法が提案されている.
その中で，機i程{とされている全身持久力テストは，文
部科学:省新体力テスト (65裁から79議立す象)の 6分間
歩行である， しかし. i吉野付が実泌する運動救護など
では，テスト:支持に必要な総殺索開がT護保できない
ことから. ()分間歩行が安絡できない場合がある.こ
のために，依頼性，妥当性，鋭敏1'4::.搭j使性，安全没，
などを満足する会身持久力の代替テストが必婆である.
本研究のiヨ的{ム 6分鰐歩行テストに対する 2分間
線上げテストの併存;的妥当初_，体力に対する携成概念
妥当校，加燃に対する鋭敏殺を検討することであった，
[ブ刀法]襟本は，地域殺:名高給者の労i生33名，年齢72
土4.25裁，女性53名，年齢70土/1.01裁の計86名であっ
た.務定1豆沼は 2分fk'ft退上げ，文部科学省新体力テス
ト積回 (65裁から79裁対象)の様カ，上体おこし，長JA
f本能怨， I1部長片足立ち. lOml翠答物歩行， 6分間歩行
のff!-6項目であった.手続きは.1) 2分間総J3fテス
トの併イヂ的妥当性， 2)体力に対する構成概念妥主性，
:3)抗議会に対する鋭敏性，の検討であった.妥当性分析
には権途方波式モデリング(SEM)を適用した.モデル
のi題合!支指織にはGFI，AGFI，カイて乗値等を尉いた.
千jち綴比較には一元説援の分散分析を遊潟し，うど瓦作
用が認められない場合にはすukeyi，去の多重比較を行っ
た，統計約高笈水j撃は α:::0.05とした.また， 65議以
上を対象とする 2分泌総上げテストの務総基準は， 10 
段総評定で'役号11に作成した. 投与来~] 6分関H宗寺子テス
トLこ対する 2分間線上11テストの併存的妥当性係数は，
0.4.73と中等授であった，体力の…次国子モデルは良
好なi鐙合疫を示し，構成概念妥当性係数は0.60と中等
度であった.努女の多母集団何時分析による協子不変
殺を検討した結果，言{1]5芝不変水準のモデルが採択され，
2分間HifUニげテストを合む体力テストパッテソーが総
定する体力のliS}子構迭には性差がないことが確認され
た. 2分間j誌上げテストを 6分!埠歩行テストの代替項
目とした体力の一次箆!子モデルは良好な議合度を示し S
6 分間~1子テストに対する 2 分間!路上げテストの{秀存
的妥当性が確認された‘性・年鈴階級犯の平均1iむこ統
計約有意義はi認められず，年齢に対する鋭敏性は認め
られなかった. [卒者滋J6分際歩行テストに対する 2
分間総上げテストの併存的妥当性，体力に対する構成
概念妥当性，会tll鈴に対する総敏殺を絵討した結果，以
Fの結論を得た. 1) 2分間!路上げテストの6分間学Tl
テストに対する併存的妥当性は， rJ:l等JJtに縫い.2) 2 
分間総上げテストLi，i¥jj齢者の体力に対する構成概念:
妥当性がある.3) 2分間島!!上げテストは，努女ともに
泌総iこ対する鋭敵性はない.
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